































































ジング機器 (Maestro, Cambridge Research & 
Instrumentation, Inc) を用い経時的に解析する
事で，蛍光標識腫瘍細胞を追跡し，浸潤・転移
の様子を観察する事に成功しました。続いて，
GFP（緑色蛍光）を発現する腫瘍融解アデノウ
イルスによる治療実験を行い，腫瘍への効果的
なウイルスの感染と腫瘍内でウイルスが広がっ
てゆく様子を確認する事ができました。このイ
メージング技術を，今後様々な実験的先端治療
の効果判定に応用してゆきたいと考えておりま
す。
　本研究の成果は，すでに国内外学会並びに国
際雑誌に発表しました。今後も本研究を発展さ
せ，悪性中皮腫のみならず他の癌のモデル作製
をも試み，各種の癌の治療研究の基盤技術とな
るように努力したいと思っております。
　最後に大阪癌研究会より一般研究助成を賜り
ました事で，本研究を円滑に遂行する事ができ
ました事を，この場を借りまして深謝しますと
ともに貴財団の今後益々のご発展を心より祈念
いたします。
＊兵庫医科大学先端医学研究所生体防御部門
　平成 21 年度一般学術研究助成金交付者
